
資料２－１

　　　　６　　一般国道44号（北海道横断自動車道根室線）尾幌糸魚沢道路

道路事業

再評価原案準備書

　　　　１　　日高自動車道　（一般国道235号）　厚賀静内道路

　　　　２　　一般国道275号　江別北道路

　　　　３ 　 一般国道452号　盤の沢道路・五稜道路

　　　　４　　帯広・広尾自動車道（一般国道236号）大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）

　　　　５　　北海道横断自動車道　根室線　本別～釧路

北海道開発局

令和２年度



再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 日高自動車道（一般国道２３５号） 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
ひ だか

区分 主体 北海道開発局厚賀静内道路
あつ が しずない

起終点 自：北海道沙流郡日高町字美原 延長
ほつかいどう さ る ひ だか み はら

至：北海道日高郡新ひだか町静内神森 １６．２km
ほつかいどう ひ だか しん しずないかみもり

事業概要

日高自動車道は、苫小牧市を起点とし、浦河町に至る延長約１２０ｋｍの自動車専用道路である。

厚賀静内道路は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、地域間交流の活

性化及び国際拠点港湾苫小牧港、拠点空港新千歳空港等への物流効率化等の支援を目的とした、日高厚賀

インターチェンジから静内インターチェンジ（仮称）に至る延長１６．２ｋｍの事業である。

Ｈ７年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ２３年度用地補償着手 Ｈ２３年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約６７８億円 事業進捗率 約５２％ 供用済延長 ０．０km

（ ）令和2年3月末時点

計画交通量 １１，０００～１１，６００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．３ ２６４/６８２億円 / 令和２年(事業全体) ８８８ ８８８億円

億円 走行時間短縮便益：782/782億円事 業 費：228/645

億円 走行経費減少便益： 83/ 83億円(残事業) ３．４ 維持管理費： 36/ 36

交通事故減少便益： 23/ 23億円

感度分析の結果 事業全体および残事業について感度分析を実施

【事業全体】交通量 ：B/C=1.1～1.5（交通量±10%) 【残事業】交通量 ：B/C=2.9～3.9（交通量±10%)

事業費 ：B/C=1.3～1.3（事業費±10%) 事業費 ：B/C=3.1～3.7（事業費±10%)

事業期間：B/C=1.3～1.4（事業期間±20%) 事業期間：B/C=3.3～3.5（事業期間±20%)

事業の効果等

事業の必要性及び効果

①畜産品の流通利便性向上

・迅速かつ一定速度で走行できる安定性の高い輸送ルートが確保されることによって、軽種馬の流通

利便性向上が期待される。

②農産品の流通利便性向上

・日高自動車道の延伸による速達性・安定性の高い輸送ルートの確保は、農産品の出荷拡大や地域雇

用増進にも寄与していることから、更なる農産品の流通利便性向上が期待される。

③水産品の流通利便性向上

・速達性及び安定性の高い輸送ルートが確保され、道内外へ出荷される水産品の更なる流通利便性の

向上が期待される。

④災害時の緊急輸送ルートの強化

・津波浸水想定区域を回避することで迅速かつ効率的な道路啓開が可能となり、緊急時の避難や迅速

な救急搬送、救援物資等の輸送ルートの強化が期待される。

⑤救急搬送の安定性向上

・苫小牧市等の医療施設までの所要時間が短縮されるなど、高次医療施設への救急搬送の安定性向上

が期待される。

⑥観光地への移動利便性向上

・日高管内や十勝地域の観光地との連携強化が図られるなど、主要観光地への移動利便性向上が期待

される。

⑦移住・交流人口の拡大による地方創生

・速達性及び定時性の高い道路ネットワークが確保されることで、移住・交流人口が拡大し、地方創

生の支援が期待される。



関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

、新ひだか町など７町の首長等で構成される「北海道日高総合開発期成会」等から、整備促進日高町
の要望を受けている。

知事の意見：

近隣都市間の連絡機能の強化による地域間交流の拡大や、国際拠点港湾苫小牧港、拠点空港新千歳空港

等へのアクセス強化による物流の効率化、道路交通の安全性の向上が図られ、経済・社会活動の活性化や

道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層、徹底した

、 、 。コスト縮減を図り これまで以上に効率的・効果的な執行に努め 早期供用を図るようお願いいたします

事業評価監視委員会の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・日高自動車道 苫小牧東ＩＣ～日高厚賀ＩＣ開通

・市町村合併により 鵡川町と穂別町が｢むかわ町｣ 日高町と門別町が 日高町 静内町と三石町が 新、 、 「 」、 「

ひだか町」となる

、 （ ）・苫小牧港 国際コンテナターミナルが東港区へ移転 国際拠点港湾に指定 特定重要港湾から名称変更

・新千歳空港 国際線ターミナル前エプロン拡張部暫定供用、国際線ターミナルビル拡張工事完了

・様似町 アポイ岳ジオパークが世界ジオパークに認定

・白老町 ウポポイ（民族共生象徴空間）開業

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２３年度に工事着手して、用地進捗率約５９％、事業進捗率約５２％となっている （令和２年３。

月末時点）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

法面保護工や軟弱地盤対策工等の見直しによる変更。

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。

施設の構造や工法の変更等

法面保護工や軟弱地盤対策工等の見直しによる変更。

引き続きコスト縮減に取り組んでいく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



再評価結果（令和３年度事業継続箇所） 
担 当 課： 

担当課長名： 
 

事業名 

 
一般国道２７５号 江別北

えべつきた

道路 事業 

区分 

一般国道 

 

事業 

主体 

国土交通省 

北海道開発局 

起終点 

 
自：北海道

ほっかいどう

江別
え べ つ

市角山
かくやま

 

至：北海道
ほっかいどう

江別
え べ つ

市篠津
し の つ

 

延長 

 
 

３．５km 

事業概要  

一般国道２７５号は、札幌市を起点とし、浜頓別町に至る延長約２８１ｋｍの幹線道路である。 
江別北道路は、２車線区間のボトルネックによる交通混雑の緩和や交通事故の低減を図り、道路交通の

定時性、安全性の向上を目的とした延長３．５ｋｍの４車線拡幅事業である。 

Ｈ２０年度事業化 

 

Ｈ－年度都市計画決定 

（Ｈ－年度変更） 

Ｈ２２年度用地補償着手 

 

 Ｈ２４年度工事着手 

 

全体事業費 約２１０億円 事業進捗率 
(令和2年3月末時点) 

約７８％ 供用済延長 １．７km 

計画交通量   ２０，０００～２９，２００台／日 

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)  １．１ 

 

(残事業)   ６．９ 

 

２８/２３３億円 

 事  業  費：21/219億円 

 維持管理費：6.6/13億円 

 

１９４/２５７億円 

 走行時間短縮便益： 174/ 236億円 

 走行経費減少便益：  15/  17億円 

 交通事故減少便益： 4.8/ 4.8億円 

 令和２年 

 

 

 

感度分析の結果    事業全体及び残事業について感度分析を実施 

【事業全体】交通量：B/C=1.01～1.2（交通量±10%) 【残事業】交通量：B/C=6.3 ～7.5（交通量±10%) 

      事業費：B/C=1.1 ～1.1（事業費±10%)      事業費：B/C=6.4 ～7.5（事業費±10%) 
        事業期間：B/C=1.1 ～1.2（事業期間±20%)    事業期間：B/C=6.7 ～7.1（事業期間±20%) 

事業の効果等   

事業の必要性及び効果 

①交通混雑の緩和 

・交通混雑を緩和し、定時性の確保や利便性向上が期待される。 

②道路交通の安全性向上 

・４車線から２車線への車線減少によるボトルネック区間を解消し、走行環境が向上するなど道路

交通の安全性向上が期待される。 

 ③重要港湾への利便性向上 

  ・安定した輸送ルートを確保し、重要港湾石狩湾新港への利便性向上が期待される。 

④食品雑貨等の流通利便性向上 

・円滑な交通を確保し、食品雑貨等の流通利便性向上が期待される。 

⑤救急搬送の安定性向上 

・交通混雑の緩和を図り、高次医療機関への救急搬送の速達性及び安定性向上が期待される。 

⑥観光地への利便性向上 

・定時性を確保し、主要な観光地への利便性向上が期待される。 

⑦冬期間の走行環境の安全性向上 

・防雪対策により地吹雪発生時の視程障害が緩和され、冬期走行環境の安全性向上が期待される。 

 

関係する地方公共団体等の意見  

地域から頂いた主な意見等：  

北広島市など６市１町１村の首長で構成される「北海道石狩地方開発促進期成会」等から、整備の要

望を受けている。 

知事の意見： 

現道の４車線化により、交通混雑の緩和や交通事故の低減が図られ、経済・社会活動の活性化や道民

の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。 

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮

減を図り、引き続き、効率的・効果的な執行に努め、早期に全線供用を図るようお願いいたします。 



事業評価監視委員会の意見  

 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・道央圏連絡道路 美原道路(豊栄ランプ～蕨岱ランプ)開通、泉郷道路(中央ランプ～南長沼ランプ)開通 

・一般国道２７５号 蕨岱拡幅全線開通 

・一般国道３３７号 当別バイパス全線開通 

・北欧の風道の駅とうべつ開業 

・石狩湾新港 石狩ＬＮＧ基地運転開始、石狩湾新港発電所（ＬＮＧ火力発電所）運転開始 

・新千歳空港 国際線ターミナル前エプロン拡張部暫定供用、国際線ターミナルビル拡張工事完了 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

平成２４年度に工事着手して、用地進捗率１００％、事業進捗率約７８％となっている。（令和２年

３月末時点） 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。 

施設の構造や工法の変更等  

施設の構造、工法等の変更は無いが、引き続きコスト縮減に取り組んでいく。 

対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由  

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。 

事業概要図  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 



再評価結果（令和３年度事業継続箇所） 
担 当 課： 

担当課長名： 
 

事業名 

 
一般国道４５２号 盤

ばん

の沢
さわ

道路・五稜
ごりょう

道路 

 

事業 

区分 

一般国道 

 

事業 

主体 

国土交通省 

北海道開発局 

起終点 

 
自：北海道

ほっかいどう

芦別
あしべつ

市黄金
こ が ね

町(盤の沢道路起点) 

至：北海道
ほっかいどう

上川
かみかわ

郡美瑛
び え い

町字ルベシベ(五稜道路終点) 

延長 

 
 

１８．５km 

事業概要  
一般国道４５２号は、夕張市を起点とし、旭川市に至る延長約１１０ｋｍの幹線道路である。 
盤の沢道路・五稜道路は、芦別市と美瑛町間の通行不能区間の解消を図り、地域間交流の活性化及び物

流効率化等の支援を目的とした、芦別市黄金町から上川郡美瑛町字ルベシベに至る延長１８．５ｋｍの事
業である。 

Ｈ５年度事業化 

 

Ｈ－年度都市計画決定 

（Ｈ－年度変更） 

Ｈ６年度用地補償着手 

 

 Ｈ５年度工事着手 

 

全体事業費 約４９６億円 
（盤の沢道路：２４２億円） 

（五稜道路：２５４億円） 

事業進捗率 
（盤の沢道路） 

（五稜道路) 

(令和2年3月末時点) 

 

約２５％ 

約１４％ 

供用済延長 ２．６km 

計画交通量   ４，５００台／日 

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)  １．０１ 

 

(残事業)   １．５ 

 

３４５/５１５億円 

 事  業  費：307/460億円 

 維持管理費： 37/ 55億円 

 

５２１/５２１億円 

 走行時間短縮便益： 494/ 494億円 

 走行経費減少便益：  26/  26億円 

 交通事故減少便益： 1.2/ 1.2億円 

 令和２年 

 

 

 

感度分析の結果    事業全体及び残事業について感度分析を実施 

【事業全体】交通量：B/C=0.9 ～1.1（交通量±10%) 【残事業】交通量：B/C=1.4 ～1.7（交通量±10%) 

      事業費：B/C=0.95～1.1（事業費±10%)      事業費：B/C=1.4 ～1.7（事業費±10%) 
        事業期間：B/C=0.98～1.05（事業期間±20%)    事業期間：B/C=1.5 ～1.6（事業期間±20%) 

事業の効果等   

事業の必要性及び効果 

①通行不能区間の解消 

・上川中部圏と中空知圏を結ぶ新たなルートが形成され、所要時間短縮が図られることによる移住

・定住促進や交流人口拡大などが期待される。 

②拠点空港への利便性向上 

・旭川空港1時間到達圏市町村人口が更に1.5万人増加するなど、周辺市町村から旭川空港への利便

性向上が期待される。 

 ③新たな周遊ルートの形成を支援 

  ・芦別市と富良野・美瑛観光圏及び旭川空港を結ぶ新たな周遊ルートの形成を支援することで、芦 

別市を含む周辺市町村の観光入込客数増加が期待される。 

④災害時の緊急輸送ルートの強化 

・富良野市と高度救急医療機関等の交通拠点を結ぶネットワークが形成されるなど、災害時の緊急 

輸送ルートの強化が期待される。 

⑤物流効率化により地域産業を支援 

・工業団地と旭川空港とのアクセスが容易となることで、販路拡大や空港民営化と相まった物流効 

率化が期待される。 

⑥合宿誘致による地域活性化の支援 

・新千歳空港や旭川空港からのアクセス利便性が向上することで、合宿受入増加や多様な交流人口

増加に伴う地域活性化が期待される。 

 ⑦救急搬送・一般通院の安定性向上 

  ・芦別市から旭川市の高次医療施設への新たな安定性の高い搬送ルートが確保され複数のネットワ

ークが形成されるなど、救急搬送及び一般通院の安定性向上が期待される。 

 



関係する地方公共団体等の意見  

地域から頂いた主な意見等：  

芦別市など４市２町の首長で構成される｢一般国道４５２号建設促進期成会｣等から、早期整備の要望

を受けている。 

知事の意見： 

通行不能区間の解消により、地域間交流の拡大及び物流の効率化が図られ、経済・社会活動の活性化

や道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。 

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層、徹底し

たコスト縮減を図り、これまで以上に効率的・効果的な執行に努め、早期供用を図るようお願いいたし

ます。 

事業評価監視委員会の意見  

 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・北海道横断自動車道 夕張ＩＣ～十勝清水ＩＣ開通 

・旭川十勝道路 北の峰ＩＣ～布部ＩＣ開通 

・一般国道３８号芦別バイパス、赤平バイパス開通 

・シーニックバイウェイ北海道「大雪・富良野ルート」指定 

・富良野・美瑛観光圏整備実施計画認定 

・道の駅『びえい「白金ビルケ」』開業 

・旭川空港国際ターミナル開業 

・シーニックバイウェイ北海道「空知シーニックバイウェイ－体感未来道－」候補ルート登録 

・北海道内７空港民間運営開始 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

平成５年度に工事着手し、盤の沢道路の用地進捗率約７０％、事業進捗率約２５％、五稜道路の用地

進捗率約９５％、事業進捗率約１４％となっている。（令和２年３月末時点） 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

地すべり対策の見直しによる変更。 

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。 

施設の構造や工法の変更等  

地すべり対策の見直しによる変更。 

引き続きコスト縮減に取り組んでいく。 

対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由  

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。 

事業概要図  

 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 



再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 帯広・広尾自動車道（一般国道２３６号） 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
おびひろ ひ ろ お

大樹広尾道路（ 忠類 大樹～豊似） 区分 主体 北海道開発局
た い き ひ ろ お ちゅうるいた い き とよ に

起終点 自：北海道広尾郡大樹町字大樹 延長
ほっかいどうひ ろ お た い き た い き

至：北海道広尾郡広尾町字紋別 １５．１km
ほっかいどうひ ろ お ひ ろ お もんべつ

事業概要

帯広・広尾自動車道は、芽室町を起点とし、広尾町に至る延長約８７ｋｍの自動車専用道路である。

大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を

図り、地域間交流の活性化及び重要港湾十勝港等への物流効率化等の支援を目的とした、忠類大樹イン

である。ターチェンジから豊似インターチェンジ（仮称）に至る延長１５．１ｋｍの事業

Ｈ２８年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ３０年度用地補償着手 Ｈ３０年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約２００億円 事業進捗率 約１１％ 供用済延長 ０．０km

(令和2年3月末時点）

計画交通量 ４，０００～５，６００台／日（帯広JCT～広尾）

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ３５４/３８６億円 ４２０/４２０ 令和２年(事業全体) 億円

億円 走行時間短縮便益：361/361億円１ １ ０ ９ 事 業 費：274/305． （ ． ）

億円 走行経費減少便益： 46/ 46億円(残事業) 維持管理費： 81/ 81

交通事故減少便益： 13/ 13億円１ ２ １ １． （ ． ）

感度分析の結果 事業全体及び残事業について感度分析を実施

【事業全体】交通量：B/C=1.02～1.2（交通量±10% 【残事業】交通量：B/C=1.1～1.3（交通量±10%））

事業費：B/C=1.02～1.2（事業費±10%） 事業費：B/C=1.1～1.3（事業費±10%）

（ ） （ ）事業期間：B/C=1.05～1.1 事業期間± 事業期間：B/C=1.1～1.2 事業期間±20%20%

事業の効果等

事業の必要性及び効果

①重要港湾十勝港の利便性向上

・生産地と十勝港の連携が強化され、物流の効率化・利便性向上が期待される。

道路交通の安全性向上②

・並行現道区間からの交通転換が見込まれ、隣接区間同様に死傷事故が減少するなど、道路交通の

安全性向上が期待される。

③救急搬送・地域医療の安定性向上

・救急搬送や通院時間が短縮し、救急医療の速達性や地域医療の安定性向上が期待される。

④宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上

・帯広市との所要時間が短縮し帯広市への1時間カバー圏人口が増加、また、宅配の契約世帯数の急

増に適切に対応する配送体制の効率化と住民生活の利便性向上が期待される。

観光地への移動利便性向上⑤

・移動時間の短縮が図られることで観光の周遊性が向上し、増加傾向にある日帰り観光を支援する

など、観光の活性化が期待される。

関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

帯広市など１市５町２村の首長等で構成される「高規格幹線道路帯広・広尾自動車道早期建設促進期

成会」等から、整備促進の要望を受けている。

知事の意見：

近隣都市間の連絡機能の強化による地域間交流の拡大や、全国への食料供給を支える十勝港へのアク

セス強化による物流の効率化、道路交通の安全性の向上が図られ、経済・社会活動の活性化や道民の安

全・安心なくらしの確保に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮

減を図り、引き続き、効率的・効果的な執行に努め、早期供用を図るようお願いいたします。



事業評価監視委員会の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・帯広・広尾自動車道 帯広ＪＣＴ～忠類大樹ＩＣ開通

・日高自動車道 日高門別ＩＣ～日高厚賀ＩＣ開通

・北海道横断自動車道根室線（占冠ＩＣ～十勝清水ＩＣ）４車線化等事業許可

・十勝港内港地区国際物流ターミナル整備令和９年度完了予定

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成３０年度に工事着手して、用地進捗率約３８％、事業進捗率約１１％となっている （令和２年。

３月末時点）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。

施設の構造や工法の変更等

施設の構造、工法等の変更は無いが、引き続きコスト縮減に取り組んでいく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。

事業概要図

※ B/Cにおける（）は、帯広JCT～広尾のうち評価対象区間を忠類大樹～豊似とした場合のもの。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 北海道横断自動車道 根室線 本別～釧路 事業 高速自動車国 事業 国 土 交 通 省
ね む ろ ほんべつ く し ろ

区分 道 主体 北海道開発局

起終点 自：北海道中川郡本別町共 栄 延長
ほっかいどうなかがわ ほんべつ きょうえい

至：北海道釧路市鶴野 ６５．０km
ほっかいどうく し ろ つ る の

事業概要

北海道横断自動車道は、黒松内町を起点とし、小樽市、夕張市、清水町、本別町等を経由して、根室市

及び網走市に至る延長約６９４ｋｍの高速自動車国道である。

本別～釧路は、高速ネットワークの拡充による釧根圏と道央・十勝圏の連絡機能の強化を図り、地域間

交流の活性化、物流効率化等の支援を目的とした、延長６５．０ｋｍの事業である。

Ｈ１５年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ１６年度用地補償着手 Ｈ１６年度工事着手

（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約２，３９２億円 事業進捗率 約９６％ 供用済延長 ４８．０km

(令和2年3月末時点）

計画交通量 ３，９００～８，５００台／日（本別JCT～根室IC）

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ７３４/３，９３９億円 ９８０/４，３４８ 令和２年(事業全体) 億円

636/3,628億円 走行時間短縮便益：819/3,656億円１．１（０．８） 事 業 費：

99/ 310億円 走行経費減少便益：130/ 583億円(残事業) 維持管理費：

交通事故減少便益： 31/ 109億円１．３（１．７）

感度分析の結果 事業全体および残事業について感度分析を実施

【事業全体】交通量 ：B/C= ～ （交通量±10%) 【残事業】交通量 ：B/C= ～ （交通量±10%)1.02 1.2 1.2 1.5

事業費 ：B/C= ～ （事業費±10%) 事業費 ：B/C= ～ （事業費±10%)1.1 1.1 1.2 1.5

事業期間：B/C= ～ （事業期間±20%) 事業期間：B/C= ～ （事業期間±20%)1.1 1.1 1.3 1.4

事業の効果等

事業の必要性及び効果

①災害時の輸送ルート強化

。・災害発生時の避難先の確保や救急活動及び被災地外からの救援物資等の輸送ルートの強化が期待される

②重要港湾釧路港の流通利便性向上

・釧路港～十勝方面や、釧路港～根室方面の所要時間が短縮されるなど、釧路港取扱貨物の流通利便

性向上が期待される。

③主要な観光地への利便性向上

・道内外からの所要時間が短縮され、釧根地域の更なる観光活性化が期待される。

④水産品の流通利便性向上

・道内各地のみならず苫小牧港から全国各地へ出荷される水産品の流通利便性向上が期待される。

⑤救急搬送の安定性向上

・釧根地域の市町村から釧路市への救急搬送時間の短縮や、血液製剤の安定した輸送ルートの確保が

可能となり、救急搬送及び血液製剤輸送の安定性向上が期待される。

関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

釧路市、池田町など１市１０町１村の首長で構成される「北海道横断自動車道釧路地区早期建設促進期

成会」等から、早期整備の要望を受けている。

知事の意見：

道央・十勝・釧路圏の連絡機能の強化による地域間交流の拡大や、物流の効率化、道路交通の安全性の

向上が図られ、経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、当該事

業の継続について異議はありません。

なお、事業の実施に当たっては、平成２年１２月３日付け道路第１３２２号「北海道横断自動車道小樽

釧路線(阿寒町～釧路市間)に係る環境影響評価準備書に関する意見について」の知事意見を遵守するとと

もに、より一層、徹底したコスト縮減を図り、これまで以上に効率的・効果的な執行に努め、早期に全線

供用を図るようお願いいたします。



事業評価監視委員会の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・一般国道３８号・４４号 釧路外環状道路 釧路西ＩＣ～釧路別保ＩＣ 開通

・一般国道３８号 釧路新道 全線開通（暫定２車線を含む）

・一般国道２７２号 上別保道路 全線開通

・一般国道４４号 根室道路 温根沼ＩＣ～根室ＩＣ 開通

・市町村合併により、釧路市、阿寒町及び音別町が「釧路市」となる

・釧路市及び弟子屈町が「水のカムイ観光圏」に認定、道東地域が広域観光周遊ルートに認定、釧路市が

観光立国ショーケースに認定、阿寒国立公園（阿寒摩周国立公園）が国立公園満喫プロジェクトに選定

・釧路港が国際バルク戦略港湾（穀物）及び特定貨物輸入拠点港湾（穀物）に指定、国際物流ターミナル

運営開始

・北海道内７空港民間運営開始

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１６年度に工事着手して、用地進捗率１００％、事業進捗率約９６％となっている （令和２年３。

月末時点）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

軟弱地盤対策工及び範囲の見直し、不良土対策の追加等による変更。

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。

施設の構造や工法の変更等

軟弱地盤対策工及び範囲の見直し、不良土対策の追加等による変更。

引き続きコスト縮減に取り組んでいく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。

事業概要図

※ B/Cにおける（）は、本別JCT～根室ICのうち評価対象区間を本別～釧路とした場合のもの。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



再評価結果（令和３年度事業継続箇所）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 一般国道４４号（北海道横断自動車道根室線） 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
ね むろ

尾幌糸魚沢道路 区分 主体 北海道開発局
お ぼろいと い ざわ

起終点 自：北海道厚岸郡厚岸町尾幌 延長
ほっかいどうあつけし あつけし お ぼろ

至：北海道厚岸郡厚岸町糸魚沢 ２４．７km
ほつかいどうあつけし あつけし いと い ざわ

事業概要

一般国道４４号は、釧路市を起点とし、釧路町、厚岸町を経由し、根室市に至る延長約１２４ｋｍの幹

線道路である。

尾幌糸魚沢道路は、津波浸水被害などの災害時の救急活動等においても機能する信頼性の高い道路ネッ

、 、 ． 。トワークの構築 物流効率化や観光周遊性の向上等の支援を目的とした 延長２４ ７ｋｍの事業である

Ｒ元年度事業化 Ｒ－年度都市計画決定 Ｒ－年度用地補償着手 Ｒ－年度工事着手

（Ｒ－年度変更）

全体事業費 約６５０億円 事業進捗率 約１％ 供用済延長 ０．０km

(令和2年3月末時点）

計画交通量 ３，９００～８，５００台／日（本別JCT～根室IC）

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ７３４/３，９３９億円 ９８０/４，３４８ 令和２年(事業全体) 億円

636/3,628億円 走行時間短縮便益：819/3,656億円１．１（１．１） 事 業 費：

99/ 310億円 走行経費減少便益：130/ 583億円(残事業) 維持管理費：

交通事故減少便益： 31/ 109億円１．３（１．２）

感度分析の結果 事業全体および残事業について感度分析を実施

【事業全体】交通量 ：B/C= ～ （交通量±10%) 【残事業】交通量 ：B/C= ～ （交通量±10%)1.02 1.2 1.2 1.5

事業費 ：B/C= ～ （事業費±10%) 事業費 ：B/C= ～ （事業費±10%)1.1 1.1 1.2 1.5

事業期間：B/C= ～ （事業期間±20%) 事業期間：B/C= ～ （事業期間±20%)1.1 1.1 1.3 1.4

事業の効果等

事業の必要性及び効果

①災害時の輸送ルート強化

・災害発生時の避難先の確保や救急活動及び被災地外からの救援物資等の輸送ルートの強化が期待さ

れる。

②重要港湾釧路港の流通利便性向上

・釧路港～十勝方面や、釧路港～根室方面の所要時間が短縮されるなど、釧路港取扱貨物の流通利便

性向上が期待される。

③主要な観光地への利便性向上

・道内外からの所要時間が短縮され、釧根地域の更なる観光活性化が期待される。

④水産品の流通利便性向上

・道内各地のみならず苫小牧港から全国各地へ出荷される水産品の流通利便性向上が期待される。

⑤救急搬送の安定性向上

・釧根地域の市町村から釧路市への救急搬送時間の短縮や、血液製剤の安定した輸送ルートの確保が

可能となり、救急搬送及び血液製剤輸送の安定性向上が期待される。

関係する地方公共団体等の意見

地域から頂いた主な意見等：

釧路市、池田町など１市１０町１村の首長で構成される「北海道横断自動車道釧路地区早期建設促進期

成会」等から、早期整備の要望を受けている。

知事の意見：

道央・十勝・釧路・根室圏の連絡機能の強化による地域間交流の拡大や、物流の効率化、道路交通の安

全性の向上が図られ、経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確保に寄与することから、

当該事業の継続について異議はありません。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮減

を図り、引き続き、効率的・効果的な執行に努め、早期供用を図るようお願いいたします。



事業評価監視委員会の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・一般国道３８号・４４号 釧路外環状道路 釧路東ＩＣ～釧路別保ＩＣ 開通

・一般国道２７２号 上別保道路 開通

・一般国道４４号 根室道路 温根沼ＩＣ～根室ＩＣ 開通

・釧路港 国際物流ターミナル運営開始

・北海道内７空港民間運営開始

事業の進捗状況、残事業の内容等

令和元年度に事業化して、用地進捗率０％、事業進捗率約１％となっている （令和２年３月末時点）。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き、早期開通に向けて事業を進める。

施設の構造や工法の変更等

施設の構造や工法等の変更はないが、引き続きコスト縮減に取り組んでいく。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性・重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため。

事業概要図

※ B/Cにおける（）は、本別JCT～根室ICのうち評価対象区間を尾幌糸魚沢道路とした場合のもの。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


